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田
川
か
ら
船
出
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
流
域
住
民
交
流
会

は
、
下
流
域
の
声
屋
町
や
中
流
域
の
直
方
市
、
飯
塚
市
、
上

流
の
嘉
穂
町
な
ど
を
経
て
今
年
で
十
回
目

（十
年
）
の
節
目

の
開
催
地
は
、

「嘉
穂
郡
稲
築
町
」
で
、
九
月
二
十
六
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務
所
所
長
の

田
井
中
靖
久
氏
に

【す
ば
ら
し
い
遠
賀
川
に
す
る
た
め
に
】

と
題
し
て
基
調
講
演
を
頂
き
、
引
き

つ
づ
い
て

【川
船
と
遠

賀
川
】
を
香
月
靖
晴
氏
、

【ホ
タ
ル
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
】

を
中
尾
明
子
氏
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
美
し
い
音
色

で
ヨ
シ
笛
演
奏
、
大
型
紙
し
ば
い

「カ

ツ
パ
伝
説

・
黒
田
ま

さ
め
ず
も
う
」
を
地
元
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。

基
調
講
演

「す
ば
ら
し
い
遠
賀
川
に
す
る
た
め
に
」
口
井
中
靖
久
氏

（国
土
交
通
省
遠
賀
川
河
川
事
務
所
所
長
）
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基
調
請
演
，
二
市
倍
成
で
　
世

界
の
水
資
源
　
水
●
　
■
賀
川
「

ら
な
い
　
円
容
は
次
の
と
市
り
で

す
．【世
界
●
水
資
源
】
で
は
一地
●
上

で
荘
水
が
九
＋
ｔ
　
工
％
　
真
水

が
二
　
Ｉ
％

　

（九
万
，
方
上
方

キ

Ｆ
）
一
、
　
一
人
が

一
「
に
■
，

水
■
Ｌ
Ｌ
，
占
■

フ
リ
カ
は
二
百

コ
十
七
――
　
コ
ー

ロ
，
ハ
〓
二
一曰

八
十
１１
　
，
メ
リ
カ
は
四
百
二
十

一
＝
　
「
木
―■
三
百
二
Ｌ
四
●
で

，
ジ
ア
や
ア
，
リ
カ
の
多
く
は
■

卜
か
，，

一卜
■
で
生
活
し
、
安
全

な
よ
〓
●
た
く
青
生
面
で
問
題
●

■
，

占

■
す
．
ま
た
　
人
コ
●

増
■
や
密
体
の
破
壊
―■
■
る
温
暖

化
で
雨
¨
降
り
方
に
ユ
変
が
起
〓

て
お
――
　
十
態
系
に
ｉ
〓
■

〓
与

え
て
い
よ
■
‘

【
水
言
】
に
つ
い
て
日
本
は
地
形

ア
●
卜
で
湿

一
た
空
気

こ
山
が
あ

れ
ば
ど
こ
の
―‥ｉ‐．
域
で
も

ス
雨
が
起

■
―
や
す
い
状
況
に
お
り
〓
十
．

■
口
に
十
潟
や
福
島
県
●
集
中

■
雨
で
　
峰
つ
始
め

■
ち
四
百

一

十

一
ｒ
　
福
■
で
は
　
一一
間
に
よ

ム
ミ
リ
メ
ー

ド
■
を
記
ユ
　
平
均

一□
量
が
　
］
て
達
成
十
う
●
〓
“

球
温
暖
化
０
■
雲
が
出
て
」
る
０

●
も
し
，
ま
せ
ん
．

【遠
賀
川
】
●
水
■
状
況
は
，
コ

一
級
河
川
百
六
卜
五
の
う
■
百
■

十
四
と
あ
〓
――
よ
く
お
り
Ｆ
ｔ
ｉ

特
に
上
流
域

肛^
塚
　
山
川
）
が

悪
く
　
こ
れ
Ｆ
人
口
■
度
が
高
い

上
　
水
利
用
が
需
■
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
十
●

汚
■
の
原
円
で
あ
る
生
活
＝
水

が
バ
ー

，
％
を
占
“
て
■
，
　
そ

の
う
１，
四
割
が
台
所

か
ら
で
お
，

二
●
〓
い
か
に
■
ら
十
ヽ
ハ
今
後

”
課
■
〓
思
い
ま
十
．

Ｌ
上
交
通
省
が
第
一
「
水
環
境

緊
急
行
動
計
画
”
対
象
―‐‐ｌ
ｉｌ‐
と
し

て
遠
賀
川
が

「速
賀
川
水
子
に
流

ル
，
サ
ン
ス
Ⅱ
」

ご
し
て
平
成
一

Ｌ
四
年
三
〓
で
河
川
環
●
■
信
■

開
始
卜
れ
，
す
．
施
策
内
容
●

ハ
ー
ド
而
で
汚
水
施
設
整
備
　
フ

，

，
両
で
合
併
，
化
惜
の
管
理
や

住
民
意
識
薔
発
な
ど
“
●
―
　
凛

賀
川
●
清
流
を
取
り
戻
す
重
要
な

事
業
で
お
り
■
十
．

十
月
は
河
＝
美
化
月
面
で
す

飯
塚
市
や
芦
呈
町
な
ど
速
賀
川
Ｈ

流
哉
の
多
く
の
方

々
が
清
掃
活
動

や
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
で
川
に

規
Ｌ
う
る
米
責
づ
く
，
ｔ
「
指
さ

れ
て
い
三
す
．

速
賀
川
を
平
生
す
る
に
は
住
民

の
方

々
■
行
政
が
手
を
取
り
合

つ

て
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
が
大
事

で
ヽ
る
Ｌ
思
い
よ
す
。 ■

■

■

´
〓

」

一
旱

日

よ

・，

■

・
〓

　

つ
ユ

●

稲
集
町
は
国
道
一
百
十

一
〓
株
と

平
行

し
て
遠
賀
―――
を
南
北
Ｆ
縦
断
し

町
名
の
如
く
遠
賀
川
の
恩
意
を
受
け

責
金
の
稲
確
が
円
園
を
覆
い
尽
く
す

風
景
が
よ
く
似
合
う
町
で
す
．
ま
た

大
宇
府
政
庁
―
宇
仁
を
結
ぶ
官
道
が

貢
き
　
町
内
に
嘉
摩
郡

（が
■
の
こ

お
り
）
と
呼
ば
れ
る
役
所
が
置
か
，

都
か
ら
役
人
が
立
ち
寄

つ
た
と
さ
れ

て
　
そ
の
嘉
庁
郡
●
筑
前
日
守

（地

方
長
官
）
と
し
て
赴
征
し
た
の
が
、

万
葉
集
の
代
表
的
な
歌
人
の

一
人
、

山
上
憶
良
で
す
．
町
内
の
あ
ち
こ
ち

に
代
表
作
が
石
碑
に
刻
ま
れ
た
歴
史

的
な
町
で
ｔ
，
あ
り
三
十
．

力
，
ハ
伝
説
の

「黒
目
●
さ
“
す
も
う

一

Ｌ
十
〓
ヽ
が
■
ッ
パ
と
相
撲
を
と
る
話
で

あ
い
き

つ
を
さ
せ
て
カ
ッ
パ
の
皿
¨
よ
を
吉

〓
せ
，
力
が
弱
く
た
る
こ
ル
一を
■
―
　
子
ど

■
が
知
恵
を
出
し
て
，
ソ
バ
ト
ら
勝

●
た
七

い
う
稲
準
町
の
民
話
．
読
み
き
か
■
サ
ー
ク

ル
「に
や
‐■
〓
の
み
な
さ
ん
が
人
里
紙
し
，

い
で
使
露
し
て
頂
き
■
し
た
．

ヨ
ン
笛
漬
奏
、
紙
Ｌ
は
い
●
今
回
●
交
流

会
を
盛
り
Ｌ
げ
て
頂
き
　
大
変
右
凱
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
，
言
女
が
高
々
と
読
み
上
げ

ら
，
　
Ｌ
上
交
通
省
が
市

一期
水
環
境
緊
急

●
動
計
画
と
し
て
　
遠
賀
川
水
不
清
流
ル
ネ

■
ン
ス
Ｈ
地
域
院
議
会
」
が
設
上
さ
れ
　
任

民
と
行
政
が
バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
を
―
―

■
の
よ
う
な
さ
れ
い
０
遠
賀
川
を
収
リ
メ
し

禾
来
を
世
う
子
ど
も
〓
に
引
〓
継
い
て
い
く

こ
Ｌ
を
宣
一言
し
よ
し
た
．

参
加
者
ｔｉ
詢
百
人
で
　
交
流
全
終
了
後
、

稲
集
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
情
報
交
換
会

を
盛
大
に
行
い
■
し
た
．

円
＝
地
で
，
つ
よ
十
　
稲
集
町
の
い
な

つ

き
環
境
を
′
．え
る
０
●
荒
木
さ
ん
　
い
な

つ

〓
河
童
＋
和
国
●
野
見
山
さ
ん
　
稲
集
町
役

場
人
権
環
境
課
●
高
橋
さ
ん
　
周
到
な
準
備

か
ら
当
日
の
お
世
話
ま
で
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
．
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香月 靖晴氏

(稲築町 )

:      ■セ|ジ

中尾 明子氏

(方城町 )

地
元
稲
築
町
出
身
の
香
月
靖
晴

氏
か
ら

「川
船
と
遠
賀
川
」
と
題

し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

千
百
三
十
年

（大
治
五
年
）
に

稲
築
町
の
上
流
の
碓
井
町
か
ら
遠

賀
川
を
下
り
芦
屋
を
経
て
奈
良
の

東
大
寺
ま
で
年
貢
を
送

っ
た
記
録

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
運
送
費

用
の
費
目
の
中
に

「平
駄
賃
料
」

が
あ
り
　
平
駄
は
底
が
平
た
い
川

舟
の
こ
と
で
遠
賀
川
の
水
運
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
は
年
貢
運
送
が
中
心

で
し
た
。
千
七
百
六
十
二
年

（ｔ

暦
十
二
年
）
に
は
遠
賀
堀
川
が
完

成
し
、
以
後
川
舟
は
中
間
の
唐
戸

を
く
ぐ
り
堀
川
を
通

っ
て
洞
海
湾

に
出
て
若
松
に
向
か
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
運
送

品
目
も
多
様
に
な
り
、　
ハ
ゼ
ろ
う

菜
種
　
人
豆
な
ど
の
ほ
か
石
炭
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
帰
り
も
空
舟

で
は
帰
ら
ず
、
綿
　
畳
表
　
そ
う

め
ん

・
た
ば
こ
・
醤
油
　
陶
磁
器

な
ど
を
運
び
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
筑
豊
炭
田

の
発
展
の
伴
い
、
川
丹
数
は
千
九

百
年

（明
治
二
十
三
年
）
の
最
盛

期
で
六
千
五
百
四
十
四
艘
ま
で
増

加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
鉄
道

が
筑
豊

一
帯
に
網
の
日
の
よ
う
に

張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
　
水
運
は
次
第

に
消
滅
し
て
い
き
ま
し
た
。

嘉
穂
郡
で
は
大
正
時
代
に
な
る

と
川
舟
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
な
く

な
り
ま
し
た
。

田
川
郡
方
城
町
の
中
尾
明
子
氏

か
ら

「ホ
タ
ル
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
題
し
て
、
親
子
で
五
年
間

観
察
し
た
は
た
る
の
生
態
記
録
を

報
告
し
て
頂
き
ま
し
た
。

中
尾
さ
ん
規
子
は
毎
晩
、
温
度

と
天
気
を
記
録
し
、
ホ
タ
ル
の
状

況
を
観
察
し
ま
し
た
．

ホ
タ
ル
は
六
月
に
産
卵
し
、
約

九
か
月
間
カ
ヮ
ニ
ナ
を
え
さ
に
水

中
で
過
ご
し
た
後
　
二
月
下
旬
か

ら
四
月
中
旬
の
雨
の
日
を
見
計
ら

い
、
強
い
光
を
放
ち
な
が
ら
、　
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
這
い
上
が
り
、
雑

木
林
な
ど
の
上
を
め
が
け
て
上
陸

す
る
そ
う
で
す
。
な
ぜ
土
が
あ
る

所
が
わ
か
る
の
か
不
思
議
で
す
。

今
年
は
四
月
下
旬
か
ら
舞
い
は
じ

め
ま
し
た
。

オ
ス
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見

つ
け

る
た
め
に
飛
ん
で
る
が
　
メ
ス
は

葉
な
ど
に
止
ま

っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
オ
ス
と
メ
ス
の
見
分
け
方
は

ホ
タ
ル
を
腹
ば
い
に
し
て
、
オ
ス

は
上
下
に
二
つ
光
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
メ
ス
は

一
つ
だ
そ
う
で
す
。

【
ホ
タ
ル
が
成
長
す
る
四
つ
の
条

件
】
は
、

①
カ
ワ
ニ
ナ
が
豊
富

（ホ
タ

ル
百
匹
で

一
万
個
必
要
）

②
卓
木
が
あ
る

０
夜
、
真

っ
暗
に
な
る

（光

っ

て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
）

０
上
が
あ
る

ホ
タ
ル
は
、
自
然
の
パ

ロ
メ
ー

タ
ー
で
ぁ
り
、
川
の
健
康
観
察
に

最
適
で
す
。

/__

「第
十
回

Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

」退
賀

川
流
域
住
民
交
流
会

ｉ

ｎ
い
な

つ
き
」

大
会
音
一言
文

Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
の
名
の
も
と
に
今
日
ま
で

「母
な
る
川
」
に
思
い
を
寄
せ
て
早

や
十
七
年
の
月
日
が
流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
飯
塚
市
を
端
を
発
し
た
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
団
体
に
よ
る
清
掃
活
動
は
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
の
活
動
を
呼
び
点
か
ら
線

べ

の
広
が
り
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。
当
初
は
各
地
域
に
限
定
さ
れ
た
活
動
も
我
ら
の
母
な

る
遠
賀
川
流
域
は
、
上
流
域
の
嘉
穂
町
か
ら
下
流
域
の
芦
屋
町
ま
で
全
国
的
に
も
ま
れ

な
流
域
連
携
の
環
境
活
動
が
発
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
　
遠
賀
川
の
自
然
環
境
が
本
来
の
美
し
い
姿
を
取
り
返
し
た
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
い
ま
だ
に
九
州
で
水
質
汚
濁
の
ワ
ー
ス
ト
上
位
の
常
連
と
い
う
不
名
誉
な
汚
名
を

受
け
続
け
て
お
り
ま
す
．
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
環
境
負
荷
は
　
遠
賀
川
に

様
々
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
遠
賀
川
は
ま
さ
に
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
行
動
の

あ
り
方
に
無
言
で
問
い
か
け
て
い
る
の
で
す
。

い
に
し
え
よ
り
遠
賀
川
は
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
、
自
然
環
境
の
尊

さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
こ
の
遠
賀
川
を
子
ど
も
か
ら
孫

ベ

孫
か
ら
そ
の
子
ど
も
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
い
て
は

「遠
賀
川
に
清
流
を
取
り
戻
そ
う
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

流
域
住
民

一
層
の
連
携
強
化
の
た
め

「遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認

定
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
が

「第
二
期
水
環
境
緊
急
行
動
計
画
」
の

対
象
河
川
と
し
て
遠
賀
川
水
系
を
選
定
し
た
こ
と
に
よ
り

「遠
賀
川
水
系
清
流
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
Ц
地
域
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
川
の
利
用
、
生
物
の
生
息
、
環
境
の
保
全
、
川

の
周
辺
環
境
　
住
民
活
動
等
に
つ
い
て
総
合
的
な
行
動
計
画
が
立
案
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
れ
は
ま
さ
に
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
で
す
。
し
か
し
　
こ
れ
は

始
ま
り
の
第

一
歩
で
す
。

今
回
の
開
催
地
で
あ
り
ま
す
稲
築
町
に
お
い
て
は
、
開
催
か
ら
八
年
目
を
迎
え
る

「
い
な
つ
き
環
境
フ
エ
ス
タ
」
で
毎
回
鮭
の
稚
魚
放
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
．
こ
の
催

し
は
　
国
上
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
　
遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
を
は
じ
め
と
す

る
住
民
団
体
　
ま
た
様
々
な
企
業
が

一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
　
平
成
十
三

年
に
鮭
が
稲
築
町
ま
で
そ
上
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
　
三
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
も
た
ら
し
た
小
さ
な
小
さ
な
成
功
で
す
。
し
か
し
、
三
者
に
は
大
き
な
大
き

な
連
帯
感
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
遠
賀
川
も
水
環
境
対
策
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
環
境
づ
く

り
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
し
た
責
任
と
役
割
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
主
体
が

一
体
と
な
つ
た
と
き
そ
の
成
果
は
確
実
に
あ
ら
わ
れ
、
称
賛
を
得
る
で
し
よ
う
。

本
国
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
糧
に
未
来
を
託
す
子
供
た
ち

に
こ
の
大
切
な

「母
な
る
遠
賀
川
」
を
守
り
　
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言

い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
九
月
二
十
六
日

第
十
回

「
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

遠
賀
川
流
域
住
民
交
流
会
　
ｌ
ｎ
い
な

つ
さ
」

参
加
者

一
同
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第

二
回
遠
賀
川
流
域
児
童
体
験
交
流
会
を
七
月
十
七
日

十
八
日
（
土

日
）

嘉
穂
町
馬
見
キ
ャ
ン
フ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
催

」遼
賀
川
源
流
の
森
づ
く
り
推
進
会
議
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Ｉ
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●
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＋
．Ｆ
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こ
・■
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一
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・
■
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”
森
●
‘
ヽ

れ
に
■
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植
●
活
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”
コ
的
や
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ｉ
●
〓
■
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，
Ｆ
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行
●
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Ｌ
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●
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Ｆ
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４

一可
川
環
境

一
ｉ
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Ｆ
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第

二
十
五
回
遠
賀
川
川
下
り
大
会
が
七
月

二
十
五
日
（
日
）
、
飯
塚
市

か
ら
北
九
州
市
八
幡
西
区
ま
で
の
コ
ー
ス
で
開
催
し
ま
し
た
．

主
催
　
　
遠
賀
川
川
下
り
大
会
実
行
委
員
会

．
■

一豊

●

こ

●

う

　

〓

〓
れ

い

■

」

こ

，――
し

い

て

十

〓

ｉ

ｔ
　

一一
智
一「

「

卜

¨

し
■
　
二
■

―
一
、
■

，

　
一１

一Ｌ

●
〓
奎
司
●

；

〓
―

一ｔ
長

●
〓
　

，一

■
　
に
塚
市

，
●
北
ｌｔ
「
市

〓
Ｌ
●

■

■
¨
一
十

一
ｆ
ｒｉ

，
ｔ
■
十

一〓

〓
　
■
十

一千
　

＾
　

■
二

〓

●
　
〓
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＾
卜
三
千
　

，●
¨
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暑
■
中

・●
〓一
●
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ｌ
ｉ
■
Ｌ
〓

卜
つ
て
■
■
皇
■
Ｆ
●
石
炭
延
■
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■
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´
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〓
遠
智
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〓
　
＾
「
〓

●

■

い
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い■
・Ｌ

一
■
ｉ
ｔ■
¨
，
い
■
■

■
　
■

〓
●
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Ｌ
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〓
，
■
■
〓
●
■

一・
　
●
Ｔ
■
き
て
よ
¨
■
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Ｔ
■
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■
瀬

●
〓
―――
■
入

一
〓
丼
十
千
１
■
―

●
”
　
ｔ
十
日

“
所

¨
せ
〓
ｒ
■
　
■

“
ｔ
■
ｒ
を
，
■
に
■
〓
揚
●
〓
迂
回

Ｌ
■
■
ら
　
す
Ｏ
Ｌ
●
■
∴
●
　
■
，
・

”
■
Ｌ
■
●
〓
Ｌ
■
．

い
■
ｔ
ｉ
門
■
●
■
●
市
消
”
”
ホ

ニ
時
間
●
―
九
●

〓
ル
¨
タ
イ

ム
●
六

奎
■
上
可
¨
恒
訂
■
●
■
●
〓
Ｌ
ｔ

一一
●
一
、Ｌ
〓
´
＾
一
一一
い
十
一十
　
　
ヽ
一
■
‥
「
＝
・

・一　
′
　
一
　
　
一
一に
工
　
‐
‐　
ム　
・「
・“
●̈
　
一〓
　
一
・一
”̈

，
１
●
〓
●
一
―
■
●
●
―

■
を
匡
指

二
、■
¨
一
ば
，
■
≡
ｆ

〓
一．
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―
遠賀川

九
月
十
九
日

（
日
）、
飯
塚
市
川
島
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
遠

賀
川
流
域
住
民
の
会
主
催
で
第

一
回
遠
賀
川
カ
ヌ
ー
駅
伝

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一●
一
回
ｔ
智
一■

■
〓
　
駄
仁
■
会

ｉ
■
Ｆ
Ｉ
ＩＬ
目
　
す
〓

■
■
三
．
●
ｔ

警
―――

一
・　
１、
ｉ
上
＋

一
■
■
「
く
る

‐●
一　
　
■
，
，
加
　
に
〓
＾
卜

一
■
一

一，
一‘
■
一〓
●
―‐　
」‐一一■
一一，
‘
ユ呪
「
一
一

Ｌ
Ｌ■

１̈く
■
，
中
ｌｉ
　
＾
●

■
●

口
十
■
――
●
■
●
口
Ｆ
ＩＩ
●、
延
●
た

中
川
を
回
る

一
月
■
に
１１
¨
〓

一ｒ
〓
Ｔ
人
　
周
十

一．
し
て
■
■
〓Ｆ
，

十

い
で
い
う
■
　
仲
＝

ｉ
¨
と
嘔
〓

吉
せ
ら
れ
↑

〓
●
■
１１
■

・
た
―‐

カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
プ
リ
が
彦
山
川
で
越
夏

日
本
野
鳥
の
会
　
　
筑
豊
支
部
　
松
尾
節
郎

■

一Ｉ

Ｔ

■
●
■

ハ
ド
■
●
●
〓

一
、
●
〓

一ｌｉ

‐
切

〓
一
■
●

■
「
ｉ
二
ヽ
　
Ｔ
●
人
奎
■

一‐‐

，
た
■
　

二
●
　
市
民
〓
＝
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■

境
■
●
■
■
●
■
´
，
■

一
■
●

■
■
ぅ
Ｌ

一
＋
「
　
一二
彰
人

●
●

Ｆ
Ｉ
＝
―――
■

●
汽
，
Ｌ
■

〓
サ
し
■

オ

●
〓
●
■
，
ｉ

・
〓

‘
●
●
ｉ
員
で
町
■
●

■
一Ｉ

，
ｉ
ｔ
ｉｌ‐―
●
■
一　
■
し
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を

モ
ご

一
■

共
■
Ｌ
一
■
山
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●
‘
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●
ン
上
り
■
′
一́
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＝
■
一●
■
一
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ｉ
ｌ
い
う

一一
一
―
ス
■
千
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●
●
は
三
嗣

さ

″
●
這
＋
〓

寺
即
や
会
＝
一
、■
■

¨
古
一Ｆ
一

に
５

い
一
●

‘^
↑
■
¨
て
¨
■

■
で
Ｌ
■
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借
■
■

¨
昔
望
一責
¨
ヽ
荀

〓

れ
■
■
●
出
●
●
４
よ
う

●
〓

Ｌ
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Ｉ
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■
ザ

●
　
曰
不
■
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イ
ツ
●
，
一
、
コ
長
共
●
　
■
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Ｌ
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十
晴
■
ら
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ｉ
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日
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●
く
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一
―
卜
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せ
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え
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夏
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八
月
八
日

（
日
）
芦
屋
海

序̈
に
て
ク
リ
ー
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キ
ヤ
ン

ペ
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催
し
ま
し
た
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